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１．研究計画の概要 
本研究は映画プロデューサーに対するオー
ラルヒストリーの実施と分析を通じて、「コ
ンテンツをプロデュースする」という過程と
その実態を明確化することを目的とする。同
時に、研究成果を論文として発表するだけで
なく、国際的に活躍できるプロデューサー育
成のための教材としての活用を視野に入れ
た映像作品の作成もその目的とする。 
具体的には、国内外のプロデューサーを主な
対象とした映像記録によるオーラルヒスト
リーを実施し、インタビュー内容の言語分析、
文献資料との対照により、映画に関する諸概
念の展開過程を明確化することをめざす。さ
らに、本研究内容を、研究資料・教材として
使用可能な形式により公表するため、DVD
として作品化する。 
「コンテンツをプロデュースする」という行
為内容と、それに従事するプロデューサーの
職務内容の変遷を明らかにすることにより、
「プロデューサーの要件」を抽出するための
準備作業として、本研究は、いわば「プロデ
ューサー学」の確立を試みるものである。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）初年度は、オーラルヒストリー研究の
ためのインタビュー調査に必要となる機材
として、業務用高画質デジタルビデオカメラ
や画像編集設備を購入し、研究目的にかなっ
た機材であるかを検証した。また、『興行年
鑑』、Dodona Research 社調査文献などを入
手し、各国における映画産業の基礎的データ
を 収 集 し た 。 さ ら に 、 KUZUI 

ENTERPRISES 代表取締役社長、葛井克亮
氏に対してインタビューを行なった。 
（２）２年目には、インドとロシアを訪れ、
現地の映画関係者へのインタビュー調査を
行なった。インドでは、ヒンディー語映画プ
ロデューサー、リテーシュ=シドワーニー氏
とペヘラージュ=ニハラーニー氏、ホィッス
リング=ウッズ国際映画学院幹部、ラヴィ=グ
プタ氏、タミル語映画大手製作会社 AVM プ
ロダクションズ最高責任者、バーブー氏、お
よび、同社幹部ヴィシュワナーダン氏、映画
監督 S.P.ムットゥラーマン氏、タミル語映画
製作会社社長ラームクマール=ガネーシャン
氏、タミル語映画配給会社社長 L.スレーシュ
氏にインタビューを行ない、ロシアでは、ピ
グマリオン=プロダクションズ総合プロデュ
ーサー、セルゲイ=チリヤンツ氏、STV 映画
社プロデューサー、セルゲイ=セリヤノフ氏、
プロフィット映画社社長、イーゴリ=トルス
トゥーノフ氏にインタビューを行なった。ま
た、日本の映画産業・市場の動態把握のため、
『社会生活基本調査報告』などの官公庁統計
資料や NHK、電通などの統計資料を収集し
た。 
（３）３年目の研究活動としては、前年まで
にインド、ロシアで行なったインタビュー調
査の映像を編集し、できる限り日本語字幕を
施して DVD としてまとめあげた。また、昨
年度までに収集した各種の統計資料を活用
し、国内映画産業の実態分析を進めた。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
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（理由） 
日印露のインタビューが出揃っただけで

なく、研究代表者ならびに研究分担者による
個別の研究・活動を通じて、話法の分析手法
をめぐる考察・研究が深化した。 

また、収集された各種調査・白書のデータ
そのものの概要把握ができあがりつつある。 

 
４．今後の研究の推進方策 
（１）これまで実施した日本・ロシア・イン
ドでの聞き取り調査について、話法（発話・
動作）・内容に関する横断的な比較検討を行
い、共通点と相違点を抽出することにより、
1980 年代以降の映画製作における問題点を
検討する。 
（２）聞き取り調査の内容と、収集した各種
調査・白書のデータとの照合を行い、文献調
査と聞き取り調査両方をふまえた有機的な
考察を行う。 
（２）前２項をふまえ、映像と文字情報の組
み合わせ方や内容の構成方法、技術的課題の
クリアなど、オーラルヒストリーの教材化に
向けた検討を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
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